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研究成果の概要 

[SU(3)近藤格子系における CP2 triple-Q状態と新規トポロジカル量子ホール効果] 

 本年度は、CP2スキルミオンを量子情報分野へとつなげる基礎を築く目的で、SU(3)強磁性近藤格子

系を中心に研究を行った。冷却原子でこの理想的な系は実現可能であり、SU(3)の自由度を有する

フェルミオンが各格子点に局在するSU(3)モーメントと、磁気双極子・磁気四重極子をお互いそろ

えるように遍歴する系である。本年度は特に、こうした三角格子上のSU(3)強磁性近藤格子模型

を、[1]の手法を拡張することで詳細に調べ、遍歴フェルミオンの粒子数密度nと近藤結合JKの大き

さに関する基底状態相図を明らかにした。その結果として、n=1/4においてCP2 triple-Q状態が現れ

ることを見出した[2]。この相は磁気双極子だけでなく磁気四重極子の構造因子もtriple-Qのピーク

を持つ非自明なトポロジカル磁性を示す。さらに[3]の方法を拡張することで、SU(3)遍歴フェルミオ

ン系を特徴付ける非可換指数を提案し、実際に新規トポロジカル相であること並びに新規トポロジ

カル量子ホール効果を示すことも明らかにした。また、他にも低フェルミオン/ホールドープ領域で

CP2強磁性相、n=1/3とその近傍でCP2三副格子秩序相などが安定化することも明らかにした。 
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